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新ごみ焼却場

混在の金収築掻の 2倍を焼けるデラ

ックスごみ焼却議が大神清掃作業所

iこ完成 Lだ。上の写真!ま湾掃作業所

の会費で、苫王手の箆突と建物が渡部

土語、右半分がし尿処淫施設である。

門
出
品
割
問
凶
よ
・
大
神
清
和
作
業
所
全
長
、
そ
の
よ
は
相
模
川
河
原
。

下
右
か
ら
・
臼
需
を
一
吹
吉
は
じ
め
た
六
十

H
Mの
開
肝
炎
、
包
天
な
装
麗
そ

う
と
か
ナ
遠
隔
操
停
装
震
、
自
動
車
ご
と
ご
み
の
投
入
量
を
は
か
る
自

動
計
最
装
霞
。
中
・
二
階
伎
込
み
台
で
ご
み
を
炉
へ
入
れ
る
シ
ャ
ベ
ル

口
1

ダ
1
0

下
左
・
自
動
式
に
焼
却
決
を
搬
出
す
る
と
じ
ま
ん
の
コ
ン

ベ
アl
装
鐙
、
新
焼
却
場
は
従
業
員
の
た
め
の
施
設
に
も
配
慮
を
ほ
ど

と
し
て
あ
る
、
炉
の
余
熱
で
わ
南
ナ
作
業
員
浴
場
。

ハ
関
連
記
事
一
一
一
ペ
ー
ジ
に
晶
む
ま
す
〉
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②ページ・市長年頭のちかい、開発

公社発足、基本選挙J 、名簿確定、

襲安選挙人名簿公開などー

③ページ・新とみ焼却場究成、消防

出初王主の結果、ピラはがし運動、

新年婦人のつどいなどー

G)-Cll)ページ・毘主政事情、イ国人言語工

業実態議査などー

⑥ページ・新入学史の健慶喜華街、老

人家路奉仕賞、店頭装飾コンク…

ルの結果、火婁事場の休日などー

⑦ページ e 記者の日(教青事管〕新

有権者の感想主主募集、予訪注射

歯車聾室井用作業主事の擦重量取 D

市民3主主主作品募集、教育椙

談、新平塚風土記、図霧館だよ
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新
年
お
め
で
と
う
と
ざ
い
ま
す
窃
市
長
に
当
選
し
で
初
申
て
迎
え
た
新
春
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
、
十
二
万
市
民
に
対
し
て
、
大
吉
本
糞
涯
を
痛
感
い
た
し
ま
ナ
。
力
強
く

本
市
発
震
の
た
め
に
諸
施
策
の
実
扇
に
ま
い
進
い
た
し
た
い
と
、
罰
く
心
に
番

E
も
の

で
あ
り
ま
ナ
。

ま
っ
、
こ
と
し
の
十
月
に
は
待
望
め
新
市
庁
書
が
完
成
い
た
し
ま
す
の
で

ζ
れ
を
縁

会
に
、
市
の
発
展
に
即
応
ナ
る
行
政
組
織
の
改
革
と
、
と
れ
に
伴
う
人
事
の
袋
一
裁
を
行

な
い
た
い
と
患
い
ま
す
。
市
役
所
だ
け
で
も
現
在
十
八
諜
五
十
二
係
が
あ

p

ま
ナ
が
、

そ
れ
を
幾
つ
か
の
部
に
ま
と
め
る
と
問
時
に
、
新
た
に
幾
つ
か
の
課
ハ
例
え
ば
青
少
年

諜
〉
を
新
設
し
て
、
行
政
効
果
を
あ
げ
た
い
と
考
え
ま
官
。
市
行
政
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
あ
り
、
行
政
は
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
人
に
あ
り
ま
ず
か
ら
、
市
民
の
期
待
に
こ
た
え

る
人
事
を
行
な
っ
て
、
適
材
宇
通
所
に
す
え
た
い
と
、
心
に
期
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
税
金
を
納
め
る
留
さ
ん
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
ど
の
家
庭
に
も
共
通

な
州
国
み
で
あ
る
、
ご
一
み
や
し
尿
の
処
震
と
か
、
下
水
と
か
、
子
ど
も
の
教
育
と
か
は
、

市
税
で
ま
か
な
い
、
戦
金
を
と
っ
た
り
、
税
外
負
担
を
か
け
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
市

民
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
税
金
を
納
め
て
い
る
と
も
蓄
え

ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
仕
事
は
ナ

A
て
、
た
だ
に
ナ
る
の
が
理
想
で
ナ
。
私
は
ζ
と
し

か
ら
、
ご
み
集
培
だ
け
で
も
た
だ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
広
域
行
政
」
に
つ
い
て
、
私
は
、
い
ち
早
く
都
市
計
画
上
の
共
通
関
開
聞
に
つ
い
て

解
決
を
は
か
る
方
法
と
し
て
近
藤
の
市
平
町
と
担
相
談
し
て
協
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
相
撲
川
町
抗
菌
小
田
原
ま
で
の
広
域
四
市
十
町
で
「
習
相
百
万
都
市
」
を
建
設

す
る
と
い
う
建
設
大
庄
の
構
想
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
金
包
付
近
か
核
都
市
と

な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
本
市
も
い
よ
い
よ
飛
額
的
発
援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
私
は
市

自
身
が
そ
れ
に
郎
ナ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
ナ
の
で
、
と
の
点
に
つ
い
て
熱

意
を
儲
け
た
い
と
患
い
ま
ナ
。

「
地
域
の
発
展
は
ま
っ
道
路
づ
く
り
か
ら
」
と
は
、
私
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
県
お
よ
び
留
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
か
ら
、
私
の

努
力
は
、
盟
、
慣
用
の
予
算
獲
語
障
に
泣
い
で
き
ま
し
た
が
、
と
と
し
も
そ
れ
以
上
の
努
力

を
傾
け
た
い
と
患
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
整
備
を
は
じ
め
、
幾
多
の
申
し

止
げ
た
い
点
が
あ
り
ま
ナ
が
、
以
下
を
次
号
か
ら
の
紙
蕗
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
以
上
で

私
が
何
を
考
え
、
何
を
な
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
お
判
む
い
た
だ
け
る
と
患
い
ま
ナ
。

こ
と
し
は
私
の
集
れ
た
年
の
市
広
ハ
吉
の
え
た
つ
い
『
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
私
は
還

暦
を
迎
え
ま
す
が
、
宰
い
に
し
て
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
糟
力
的
に
臨
聞
き
ま
す
の

で
、
債
さ
ん
の
ど
協
力
を
た
ま
わ
り
た
い
と
患
い
ま
す
。
平
塚
市
長
・
加
藤
一
太
部

理
事
長
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次
回
は
一
月
二
十
日
と
二
月
一
一
一
良
で
す

次
回
は
二
月
一
日
〈
土
縫
日
〉
で
す

区
画
整
理

×
×
一
委
の
改
選

こ
れ
と
同
じ
白
、
選
管
は
、
神
奈
川
一
選
揖
人
名
簿

n
A醐
間
二
十
八
日
ま
で

海
底
漁
業
認
慈
議
員
会
委
員
の
選
挙
人
一
部
任
者
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

名
簿
を
確
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
須
一
平
塚
都
市
計
磁
都
市
改
造
土
地
区
蘭
整

賀
の
漁
業
関
係
者
が
対
象
の
も
の
で
、
一
理
審
議
会
委
員
の
敬
選
が
行
な
わ
れ
ま

一
努
百
六
十
一
名
、
女
芭
二
十
一
名
、
法
一
ナ
。
選
挙
ナ
ペ
曹
婆
箆
の
数
は
本
宿
エ

ﾗ 

町
田
治
日

曜
日

明
i
z
d

践
報
の
、
慰
問
法
人
平
田
郷
市
関
発
公
運
営
機
一
民
の
協
力
が
大
君
く
も
の
を
い
う
こ
と

社
は
、
昨
年
十
二
月
五
白
、
神
奈
川
県
一
構
の
整
備
や
事
幾
層
予
算
の
決
定
な
ど
一
に
な
る
の
は
あ
吉
ら
か
で
、
事
業
が
呉

知
事
の
設
立
許
苛
が
お
P

ま
訟
に
発
百
比
一
活
動
由
開
始
の
た
め
の
準
備
聞
に
つ
い
や
さ
一
体
化
し
た
と
曹
は
、
ぜ
ひ
、
深
い
態
解

し
ま
し
た
。ζ
れ
に
つ
つ
い
て
同
公
社
一
れ
、
一
一
一
十
九
新
年
度
以
後
に
お
い
て
、
一
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
間
公
枝
で
は
求

は
、
十
二
月
十
七
回
議
事
裳
に
初
の
瑛
一
一
一
一
一
億
円
を
資
金
懲
り
入
れ
の
限
度
と
し
一
申
で
い
ま
す

e

事
会
を
招
集
、
理
事
長
に
山
口
功
市
一
窓
が
ら
、
住
宅
局
地
と
公
共
用
地
の
取
一
門
平
塚
市
開
発
会
社
役
醐
お

金
関
審
議
護
官
耳
、
常
務
怒
事
に
石
塚
馬
一
得
造
成
に
は
い
る
予
定
と
伝
え
ら
れ
ま
一
円

v
理
事
長
・
山
口
功
ハ
平
壌
市
企
溜

磁
市
管
財
課
長
を
選
任
、
公
社
当
部
の
一
ナ
。
一
響
議
議
長
一

v

運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
本
い
ま
一

ζ

の
開
発
公
社
組
織
は
、
県
下
各
市
一
円

v
常
務
盗
事
・
石
塚
馬
蔵
門
平
塚
市
智

し
た
。
市
は
、ζの
開
発
会
社
に
対
し
一
に
そ
の
間
関
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
住
宅
建
一
財
課
長
〉

て
、
基
本
一
間
一
置
と
し
て
百
万
一
思
議
付
一
設
だ
け
を
、
あ
る
い
は
公
共
用
地
取
稽
一
マ
理
噂
・
隠
本
葬
(
平
塚
市
総
務
課

し
ま
し
た
。
一
だ
け
蓄
約
す
る
も
の
が
号
、
平
塚
一
号
案
一
部
門
同
財
政
設
さ
、
一
都
市
計
画
課
長

U
、
高
橋
忠
一
一
歩
尊
重
、
費
量
八
名
、
須
賀
北

聖
の
設
違
憲
で
も
あ
ま
か
な
有
罪
公
社
の
よ
う
な
量
的
な
も
の
一
石
川
京
一
命
農
産
諜
患
、
渡
辺
一
教
義
務
課
長
〉
一
長
八
名
、
須
賀
堅
実
名
の
計
一
一
一

よ
う
に
、
平
塚
市
頭
部
出
公
社
は
、
③
計
一
は
ナ
く
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
詳
甘
か
一
挙
大
門
間
関
工
課
長
〉
、
荻
野
省
一
マ
監
察
・
原
一
雄
需
品
喜
一
醍
き
一
十
六
名
。
選
挙
事
務
門
長
次
の
と
布
り

略
的
な
住
宅
地
域
の
同
開
発
と
住
宅
難
の
一
そ
の
毘
釣
を
と
げ
て
い
く
た
め
に
は
受
信
建
設
訳
書
、
米
山
場
面
幻
自
一
宮
代
勝
(
同
窓
査
委
員
事
務
局
長
)
一
滋
一
月
十
五
日
・
選
挙
名
簿
品
目
縄
開
始

撃
を
目
的
と
し
て
住
宅
豊
富
得
一
f
=
E
;
y
E
-
ユ
i
一
z
:
4
3
;
3
;
L

主i
i
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τ
τ
Z
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一
よ
三
一
z
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7
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主
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‘
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怠
主
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主
主
一
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=
=
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=
;
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山
モ
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寺
;
;
←
志
モ
j
j
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モ
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τ
j
i
F
f
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一
=
ミ
一
壱
3
τ

宅
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Z
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一
=
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正
-
￡

s
Z
F
伺1
;
1
;
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?
f
E
i
-
三
急
主
主
昆
呈
毛
主
-
τ
吉
一
=
戸
i
{

丘:
i

必
吾
t
g
f
-

日
ま
E日
ま
E
z
三

ζ

.
会
滋
成
'
ゐ
分
譲
警
山
を
官
行
宮
骨
友
寺
貼
せ
吉
モ
う
つ
ほ
か
、
②
道
…
ゐ

L
i一h

一
権
者
の
異
議
申
し
立
て
開
始
。

路
義
公
共
施
設
に
使
わ
れ
去
一
官
権
者
調
子
七
百
人
も
謹
一
塑
月
一
一

T
八
日
e選
挙
人
名
簿
寄

共
用
地
の
先
輩
震
い
と
造
成
、
①
土
地
一
守
幸
二
寸
前
震
ご
ご
巨
ノ
章
一
終
了
。

日
時
昔
話
同
時
一
語
読
原
由
は
労
鱒
人
口
の
流
入
一
日
目
指
れ
灯
台

ナ
。
強
樹
高
騰
の
傾
向
と
無
秩
序
設
住
一
一
瞥
一
月
二
十
二
日
・
立
候
補
屑
け
出
締

宅
の
摺
加
が
、
都
市
計
一
闘
や
市
政
の
障
一

e
e
a

一
出
切
り
。

警
と
苦
つ
つ
あ
る
と
吉
で
も
あ
り
」
市
議
審
議
委
員
会
は
昨
年
十
二
月
二
十
日
、
紅
た
ら
し
い
雲

3
K名
簿
を
壁
、
司
令
一
望
月
四
百
華
街
去
投
霊
祭
〉

し
、
開
発
公
社
の
ね
ら
い
が
成
功
し
一

e
e
:

‘

j
e
e
'
v

、
一
望
月
五
日
当
選
人
の
確
定
。

て
い
け
ば
、
市
勢
時
間
違
の
う
え
で
大
宮
一
名
簿

L
登
録
さ
れ
た
市
内
の
有
権
者
同
内
総
数
七
万
六
千
七
一
由
二
十
九
人
で
、
そ
の
嬰
よ
一

一

a

一
，
選
挙
人
名
簿
に
鑓
L
て
は
都
市
計
磁

な
効
果
が
主
ら
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
一
品
千
七
百
八
十
ニ
人
員
長
っ
た
、
主
義
し
ま
し
た
。
一
妻
、
選
挙
事
務
に
つ
い
て
は
選
挙
管

い
ま
す
。
一
;
'
今
一
滋
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

開
発
公
社
は
、
寄
付
金
、
銀
行
か
ら
一
回
一
千
七
百
人
台
の
一
増
加
を
一
目
し
た
の
は
一
定
し
た
名
簿
で
は
、
女
一
一
一
万
六
千
人
台
一
人
一
名
で
、
計
二
百
八
十
九
名
。
一

の
輝
入
金
、
分
譲
収
入
友
ど
を
資
金
一
は
じ
め
て
で
、
い
ま
ま
で
有
権
者
の
ふ
一
に
対
し
、
男
性
有
権
者
は
一
一
一
万
五
干
人
一
こ
の
名
簿
に
の
っ
た
市
内
の
漁
業
関
一
寺
f
t
f
t
7
b

ミ

t
F
t

式
長
一
と
し
、
盟
事
長
、
常
任
理
事
各
一
名
一
え
方
は
、
年
々
二
千
人
台
で
し
た
。

ζ

一
台
で
女
性
の
方
が
五
豆
一
十
五
人
多
か
一
係
者
は
、
年
々
減
少
の
傾
向
を
た
ど
り
一
経
営
合
理
化
こ

欝
古
事
若
干
名
、
監
事
一
一
名
の
役
員
と
事
一
の
お
も
な
原
器
、
会
社
ヱ
壌
の
進
出
一
っ
た
の
で
す
が
、
高
は
こ
れ
が
入
れ
一
昭
和
一
一
霊
祭
一
一
夏
十
人
だ
っ
た
も
一
青
色
申
告
そ

場
加
一
務
局
長
一
名
、
事
務
お
よ
び
技
術
敵
国
同
一
で
、
市
外
ー
か
ら
労
働
人
口
が
流
れ
込
ん
一
か
わ
り
、
男
女
い
ず
れ
も
一
一
一
方
ん
千
人
一
の
が
、
一
一
千
七
年
に
は
一
一
一
百
二
人
と
な
一

却
る
一
で
運
営
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
一
だ
た
め
と
み
ら
れ
ま
す
。
事
実
、
選
挙
一
台
に
の
り
、
そ
の
授
は
、
男
性
の
方
が
一
り
、
昨
年
一
一
一
宮
人
台
を
割
っ
て
二
百
八
一
税
務
撃
で
奨
励

磁
す
一
一
一
一
一

み
彰
一
す
。
ま
た
間
社
の
護
軍
索
件
は
、
援
事
一
人
名
簿
の
う
え
で
、
は
じ
め
て
男
性
が
一
五
十
五
人
と
わ
ず
か
な
が
ら
多
く
な
っ
一
十
九
人
と
な
っ
た
も
の
。
こ
の
名
簿
に
一
平
塚
税
務
響
で
、
雰
囲
申
告
制
察
官

ご
褒
一
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
く
し
く
み
一
京
事
追
い
越
す
と
い
う
結
果
が
あ
ら
一
て
い
ま
す
。
一
様
ず
る
線
担
、
漁
業
関
係
書
警
は
一
利
用
す

4る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
ナ
。

新
で
一
一
一
一
一

四
六
j
i
i
E
j

ゎ
宮
山
た
回
一
一
ヨ

U淳
一)
1
1笠
こ
の
名
昔
、ζと
し
十
二
月
、
ふ
一
こ
こ
一
一
一
年
総
長
人
、
二
五
・
六
パ

l

一
円
平
塚
護
霊
経
営
の
合
君
、
中

:
l

一
一
た
た
び
あ
た
ら
し
い
名
簿
が
つ
く
ら
れ
一
セ
ン
ト
の
激
減
堂
吊
し
た
こ
と
に
な
り
一
小
金
畿
の
近
代
化
の
た
め
に
も
「
背

6
-
9

一
一
る
ま
で
の
溜
、
市
内
有
繕
者
の
選
挙
権
一
ま
す
。

一
一
色
申
告
制
度
」
の
利
用
壱
。

A
J

を
公
証
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
ま
す

青
色
の
緩
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な

一
7
投
崇
区
別
の
有
権
者
数
は
別
衰
の
と
お

E
O

い
人
は
、
税
務
響
の
青
色
申
告
係
が

地
区
の
青
色
申
告
会
、
ま
た
は
、
お

ち
か
く
の
税
理
士
に
と
相
談
く
だ
さ

青
色
申
告
を
す
る
人
の
た
め
に
、
税

理
士
が
帳
簿
の
つ
け
方
の
桐
相
談
、
記

緩
依
頼
を
低
巌
在
費
財
で
応
じ
て
く

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。



第 147 号

トシ万人27

で;)' 〈第 3台、

草壁

さ
ん
ら
二

消
防
出
初

主催・市教審委員会、

平塚スキー協会主管、

2 Jl 2 白から長野県築

脇町菅平高原スキー場

で、参加定員先議90名

参加経費 1 人 4 ， 700内

(往復パス指定席 2;畠

.6 食とも)、希妥者は 1

見 20a までに体育館事

務局がヤマゲチ運動臭

騒または平塚スポーツ
，、。

(平塚市教育委録会)
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E罷消防費

消防車問題短波無線震童話購入 ∞o 

遺産主富賜購読設工主 総:鰐

鰐議議襲Zi; 1j義務
その他工事 242 ,360 

豊富土木援
市

質
業
築

業
須
事
事

事
〈
設
設

糠
費
業
建
建

盤
設
事
宅
宅

磁
施
築
住
住

帯
同
働
敬
柑
国
営

体
労
増
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公
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会
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台
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所
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岡
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量
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設
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事業費名

て〉

予算外におおむね詩書室内の義務負

担を背負っておりここ 2 カ年は、

毎年約 4-5億円ずつ、とれらの

魚抱を支払っていかねばならな

いJ ことを強調、今年度と明39年

度に平塚市の財政支出はピークを

むかえるとし、混島県の財源の君事

ら、予算は議

した。

うな意時で、本年度は予算

規模の主主大と安定した収支のもと

にあるにもかかわらず、財政運営

のうえで、きびしい空気が流れて

いまナ。まして明年度から、長期

間ではあっても、完成までに 100億

用車呈援を童書すると告される公共下
水道整辞著書十頭をはじめ、さらにい

くつかのプランがつかえているこ

とでもあり、 37年度決算の的報、

38母屋霊前期の明るい事情も単に、

楽観ナパきこととみるべきでは左

ぃ、と言えます。

?翠

の予算額ば、一般会計10霊童I 令 800万

円、特別会計童話輪事業祭凶器霊1.000ñ

円、同競馬事業費13 僚主 .7 ∞万円

間思民健康保主主事業費 1 鐙 5.00 万

円、同盟保診療施設事業鐙 200ñ

問、問簡易水道事業費2.000万円、向

都市己主盗事業費5， 800方向、 湾都市

計調馬入ヱ業地構造成事業主霊 7， 500

万円、向車整革連共済事業費 2，阜∞万円

同市民センター苦聖1. 700万円であ

る。③総体予算出億余円の昏月末の

収支は収入車57 ・ 4 バーセント、支

出(執行〉事52 ・ 7 バーセントで、

収入額が支出を2僚もD∞ñ l"lーとまわ

る状態で後期に 5つった。

※総体予算額51鐙 5， 80骨万円、­

般会計10舘 2，000 万円弱は、年度な

かばにして、すでに前年度より総

体で 2鍛 8000 万円、一般会計で

3億 4000 万円弱多く、予算規模

がはじめて50億円台にのった点で

特筆できます。また、今年度、市

民センターについて特別会計を新

設、初年度1. 7 00 万円を計よし

ました。これで、特別会計は、岳

会計を数えるに至りました。加藤

市長就任初年度の予算でその内容

は、これまで、本広報紙上に説現

してきたとおりです。

今年変予算について、ざる 8 月

市議会で、 V，ユ際市長i立、 ①教育

外七王

選挙をひかえて蛍初予算を緑

、現38年度の財政について、

政事情は次のとおり説明して

。①38年度当初予算は、市長

ひかえてまったくの骨格予算

編成したが、その後戸!日前市

加藤市長にバトンが渡り邑月

の 2 盟おおはばな追加予掠を

た。②この結果、ことし§月

ける平塚市の予算規模は一般

19穏 1 ， 900万円、特別会計

計〕で32億 3 ，吉 O百万円Jこの

これを合算した総体予算額は

， 800万円となった。③会計百1]

調

つ1 、戸
、4 、一.2月 1 日

。 3月 1 日

②保

健 e 環境笥主主、治安・民主主対策、

新市己主主主主主奥書十置などをとくにナ

ア心る、との態支で遥営にあたる

ことをあきらか1こしましたが、同

時に年安抗議モ詳して円る懸案

事勢ーなかでゐ市民センターの建

設、 1し尿処理援の建設、新火葬場

の建設、主主化踏切の立体交差室、新

市庁舎の主玉三本とで、平塚市は、

j億円

4章、
t う~)



(5) 昭和 39 年 l 対 10a 

予算10億ずつ上昇
まず、昨37年度の決算では、①一

般特別各会計を合算した平塚市の総

体予算額は、収支とも 48 億6 ， 900方

向を計ーとした。②これに対ナる実線

の収入也、予算額の102 ・ 3パーセン

トにあたる49憶8000JJ円にのぼり、

予算よlJ 2 ・ 3パーセント多くはいっ

た。③反面支出決算額は、予算の98
• 7 バーセントにあたる48億 800万

円であった。と発表しています。

※3"i'部度予算額48鍍 7 ，000万円弱

は、その前年度より 10億円多く、

5 年まえの昭和33年の 2 倍、昭和

30年当時の総体予算額の2 ・自倍に

あたるものです。また、昭和33年
度はじ串て16億円台から飛趨して

24鍍円台にのった総体予算額は34
年度25億円、 35年度23億円むつづ÷
いたあと、沼南口36年度からここの
ところ、毎年度10億円単位の矯閣

を示し、何年度38億 5 ， 000万円37

年度48億 7 ， 000万円弱となり、現

財政訴[立、昨年12月 1問、昭和37年度全期と日召和38年度前期 (4-9月)の、市財政欝憶を公表しました。今

期財政響f曹で中心となるのは、決算の車苦笑芸をまとめている37年度全期の収支情況で、このなかでは、①前車

度平塚市の予算規模は一般 B 特別会会計合主宰で48億 6 ， 900方向を計上、その獄事よ自 10億符多かった、②こ

の収支!立、収入102 ・ 3 パーセント、支出号8 ・ 7 パーセントであった、③一般会計の収支も同ょうの傾向そを

示し、計箇事業の完全実施をは配ったにもかかわらず、 1 懲 4 ， 800方向の単年度黒字をとH した。これはいま

までの最高である。③一般会計のなかの投資的終資は46. 6 パーセント ø高率であった、③特別会計も全般

に良好な運営をとげ、とくに収益事業の好調がめだった、 @c盟Bl健康保倹会計だけは、被保険者の滅告と支

出増大の絞iまさみになって鼠難な遼営をした、などの諸点がめだって L 、ます。 38年度前期分の財政事慢で

!卓、①市長交代後、数初の骨格予算におおは{まな追加予算を行な l'，今年度平塚市の総体予霧規模は.51億円

台となった、②収支情況は安定をみせている、などの点が強読されています。

38年度はナでに、年度本かばで51

億円台にのっていまず。 ζの急激
な予算規模の培大は、a:経済事情

の変化と工場の進出などを要因と
して、 5 年間に2 ・ 5倍ののび唱を
示した税収のいちじるしい増加
と、②競輪競馬事業の収益が傍錯
したこと、③建設事業の鉱大など
にともなって聞や黒からの交付金
が大きくなったことなどによるも
のといわれ、主として自主民主淑の
充実iこ支えられるものだと説明さ

れていまナ。

このような事情のなかで、 37年度
の収入決算額が、予算を上まわっ|

た事実は、財政内容の好転を笑iliE[
したと感じとられています。(グ

ラフa:参照)

収入一予算の 106%

37年度}般会計の収支

一般会計.では、① 予算額15億

8，000万円に対し、実擦

の収入は、161鰭7 ， 000万円で収入車は
106 ・ 1バーセントをかぞえ、予算よ
り 6 ・ 1バーセント 9 ， 600万円ほど
多くはいった。

② 支出決算宮置は、予算の98 ・ 7

万円台の不足僚が主主じ、赤字財政

に号車ち込んでいました。その後31

年度から財政の自主再建が成功

し、収支残額は年々 1000万単ばで

生ずることとなり、 36年度から、

1億 4000万円台の震余金をもって

運営するにさ歪ったものでナ。その

金額はちいさくても百召和30年代の

}般会計予算額は4鐙3 ， 000万円程

度でしたから、間年度に主主じた収

支不定額 2 ， 300万円は、5 ・ 4バー

セントにあたる曹びしいるのでし

た。反鶏lこ 37年度決算の綬じlJに

のこった残額は、同年度決算総額

の 8 ・自パーセントにあたりま

す。投資的経費の繍高と単年度剰

余金の激憎の傾向は、財政収支の

うえで大きな安定感となってあら
われています。(グラブ(互参照〕

メーセントで、市庁脅建設関係で、 i 収益事業の好調続く
事業の一部繰り越しを出したほか t

は、ほほ完全に予算の消化ができ
た、 ③この年度投資的経震は支出
決算額の46 ・ 6 〆一セントで、内容
は刻表むとおりである。④ この結|造ー
梨、この年度 1 億 4 ， 800万円の残盟国 8 会計でした。この年度に、

済事業の市営が実現しτ星聾議共感事
業が新設されました。この特別会計

について財政事情は、①競輪事業は

6日前j を 6 間協館、売 D上げは上昇

し℃、 2 ，室'( ， 900 万円の収益をあ

げ、建設事業の慰療にあてた。収支

を主主じ、 38年度の財源にまわした、
と重見草月しています。

※予算総豊富の急激主主港高1';):、ー量盟
会計についても同じようにいえ、

昭和30民当時 4 穏円台だった同会
計は、 37挺店主16億円にちかづき、

当時の3 ・ 4伯、 5 年前年度の 2

倍強となっています。

円台で 2 ， 000 万円弱の

した。②競馬

ζのなかで、建設的事業につぎ込|事華街よ2自開催で 1 億5 ， 6∞万円の収

んだいわゆる投資的経質は、 37缶!益をあげ、建設事業の慰源とした。
度に 7穏 1 ， 300万円にのぼり予算 j 収支決穏額法13億円台で1. 200方向

総額の46 ・ 6 バーセントと、ここ|台の収支残をもって運営した。
S 年闘で 2 番目の高認を示しまし l ③慰安健康保険事業は、加入者の減

た。投資防経訟は昭和30年度に 1 I 少傾向と反対に、受診率と医療費が
億 6 ， 500万円(予算総額の:36 ・ 6 I 上曽し、財政運営を困難にしてい
%) 5 年まえの33年度に2億8 ， 900 I るこの土め 1 億 800 万円の支出決
方向 (37 ・ 9%) 、最近もっとも!算額のうち、一般会計から1000万円
高率を示した34年度に 4 億 2 ， 6∞ i の財源をまわして経営した。③扇深
JJ円 (48 ・ 8:%) でした。県の i 診療施設事業心一般会計から45万
尉政統計によると 37年度の普通!円を補充、 249万店の歳出決算額
会計内における投資的経費は全県 i をもってi骨密地区の城島診療所を経
平均で39 ・ 9 バーセントであり、 i 営した。⑤挽境水道事業では、土沢
これに対して平塚市は51%にの!の上悠領了点易水道の主主主屋工事を完成
ぼると発表吉れています。普通会 i させ吉沢地区の倍弱水道新設事業を
昔十とは平塚市のばあい、一般会計 i 行主主ったほか、余白・怨・岡崎・域
のほかに、特別会計都市改造事業|島・上惣領各地区に給水を続け、収
書霊平同市民センター設設とがはい!支決算額は5 ， 000万であった。 この

った富島でナが、これでもあきらか i 会計に対しでも、一般会計から150万
なように、 37年度における投資的 l 丹の財源補充を行なった。⑤都市改

革圭費は、金県平均を11 ・ 1 バーセ i 議事業では、市が著書業主体となって

ントとえるものです。(グラフ②|ナナむている本宿 e 馬入・須賀北 a
参照[須賀南の各工尽のヱ地区画整理第3
※37年度-1億 4 ， 800万円をこえ!年次事業を干すない収支決算富震は

た、一般会計の収支残額はいまま

での最高ものです。ちょ 5 ど10年

支

まえ、昭和28年度から 3年騎、平 i 計画馬入工業地帯道成事業ば、 B :zlS:
塚市一般会計の綴じ P には、 2，OOÒ 1 住宅公邸つむき買収した:工業用地を中心

とナる沼産主111右僚の 54 ， 000平方メ

ートんを区軍事整援する事幾だが、そ

のうち37年度iこ第 3 年次事楽を行な

い日広当初計留を完了した。このよ収

支決算は4， 900方向で、 15万円め収
支残で運営できたa ③37年度から、

市が星墨書室共済事業を引き受けること

になって、年度中主告から新設した重量
業共済事業会計は収入 720万円、支

出 680万円で決第、収支残36万円で

しめることができた。と報告してい

まナ。

※37年度特別会計のなかではまず

競輪競馬事総の好謂がめだちま

ナ。ここ 5年閣の統計でみましで

も、 33年度から35年度まで、車券

売りよげが 7僚から g億だった競

輪は、 36年度12鍍6 ， 000万円、 37年

度15億3 ， 000万円とのひ、競馬事業

の方も、 34-35年度 4 儲から 5鐙

だった馬券売りょげが、 36年度一

畿のた申の財源は、 34年度まで工

銭5-7 ，000万円台だったものが、

36年度 3億 6，000万円、 37年度は 4 1 

ることとな宮、問符脱会計の新設

をみたことも、この年度でめだっ

点です。

※E詔箆健康保検事業だけは、嫌気

上昇とこれにともなう藤用の増大

を反映して、盤保の加入者が他の

社会保換に流れ、観保険者数が漸

次減少ナる績向をたどり、その皮

函受診車と法療設が担当の増高を

示して苦しい立場におかれていま

ナ。

かその累計はここ 4 年間に 4 ， 239 i 

人にのぼります。これに反比例し

て、留保から支給した保倹給付裂

は、 33偲度4 .700万円だったもの

古宮、 34年度 lこ邑， 000 万円台にの i

冷、 36却度 7 ， 800万円、そして 1
37年度は虫、制方向iこ違ナるとい;
うふえ方を示しました。損保iこは 1

ここ 5年閣の間iこ加入者が 9 ・ 5

ノぐ一セント減少、保倹給付支出は

主倍となったという現象がお己っ
たわけです。

このため、留保特別会計は独主主採

努力支不可能となり、 35年度 116万

円、 36年度 600万円、37年度1.000

万円を、いずれも一般会計かbま

わして遮営してお宮、この傾向は

今後さらに深まろうをみられてい

ます。

市長

成した

今次覧ま

いまナ

改選を

として

長から

と皐月

行主主つ

宋にお

会計で

(岳会

Bまり、

51癒5 ，
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一
市
教
育
委
員
会
は
、
十
二
月
一
臼
伎
民
鐙
録
を
も
と
に
、
今
春
沼
月
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
一

一
の
国
組
車
名
簿
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
名
簿
に
の
っ
た
乎
は
昭
和
一
一
平
二
年
四
月
二
日
か
ら
一

一
昭
和
三
十
一
一
富
十
四
月
一
臼
ま
で
の
騎
に
生
ま
れ
た
者
で
す
。
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
名
簿
を
…

も
と
に
、
新
大
学
児
童
篠
田
眠
診
断
の
遜
知
器
を
く
ば
り
ま
し
た
。
一

昭和 39 1:ド 1 月 108

衛
銭
設
は
、
市
火
葬
場
の
、
一
一
一
十

九
年
中
の
悠
日
を
次
の
と
お
り
定
め

ま
し
た
。

円
一
月
回
一
ー
臼

六
日
、
十
二
日
、
「
レ
、
、
経

十
七
日
、
二
十
i

ク
差

一
一
河
口
、
二
十
九
日

門
一
一
月
凶
四
日
、
十
回
、
十
回
目
、

ニ
十
目
、
二
十
六
日
。

門
一
一
一
月
一
目
立
一
臼
、
九
日
、
十
回
目
、

二
十
告
、
二
十
六
日
。

二
十
二
日
、
二
十
八
日
。

門
六
月
一
日
一
一
一
宮
、
九
白
、
十
一
一
一
白
、

十
九
日
、
二
十
五
官
。

円
七
月
凶
ご
問
、
七
日
、
十
一
日
、

円
四
月M
一
回
、
七
日
、
十
七
回
、

二
十
三
日
、
一
一
十
九

g
q

門
五
月
同
五
百
、
十
}
一
回
、
十
六
日 一

十
一
一
一
目
、
二
十
九
日
。

回
目
、
九
日
、
十
五
包
、

二
十
一
日
、
二
十
七
日
。

門
九
月M
一
一
目
、
六
日
、
寸
一
一

g
、

十
八
回
、
二
十
四
日
、
一
一
一
十
日
。

円
十
月
一
日
十
一
回
、
十
七
日
、
二
十

三
日
、
二
十
九
日
。

門
十
一
月
一
日
八
店
、
十
四
自

J
一
十

日
、
二
十
六
日
。

門
十
二
月
一
回
二
回
、
七
日
、
十
一
一
一
日

十
九
臼J
一
十
五
回
、
一
一
一
十
一
日
。

場
の
休
日
」

606 

年
の
瀬
に
愛

の
間
関
わ
け
忍

虹
油
保
春
の
方
法

を
考
え
よ
う

密閉

め
日
ぐ
ま
れ
な
い
家
庭
へ
あ
た
た

か
い
心
をii

十
二
月
い
っ
ぱ
い

行
な
わ
れ
た
歳
未
た
す
け
あ
い
運

動
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
と
品

世
世
帯
の
半
数
が
お
泊
か
ガ
ス
使
う

欄R
O
E
-
消
防
本
部
が
秋
の
火
災
予
防
の
安
全
な
貯
蔵
の
た
め
の
手
引
曹
と

松
風
町
鳥
海
春
吉
氏
一
平
円
、
桃
誌
な

一
畑
違
翫
で
し
ら
点
へ
た
一
万
六
千
八
百
世
し
て
ぜ
ひ
護
単
に
一
あ
て
は
ま
る
設

防
波
多
野
義
吏
民
一
一
干
円
、
黒
部
丘
一
川

間
稽
の
う
ち
、tu油
コ
ン
ロ
使
用
一
一
千
鰭
・
場
所
な
ど
を
と
と
の
え
て
く
だ

山
口
平
八
民
六
百
円
、
鎌
食
市
森
田
沼

稲
九
百
二
十
八
件
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
使
ざ
い
。
条
例
で
は
灯
油
を
宙
開
泊
以
上

啓
一
氏
五
百
円
、
崇
蕎
小
一
一
古
埠
成
瀬
一
川

一
刷
用
七
百
二
十
四
件
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
五
百
川

M宋
病
、
議
治
で
は
四
吉
川
帥
以

伸
一
・
石
津
清
志
君
一
平
向
。
一一
四
使
用
五
千
百
九
十
六
件
で
、
石
油
使
上
ニ
平
路
来
満
を
貯
蔵
す
る
場
合
に

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
箆
鐘
福
祉
問
一
間
が
一
一
了
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
プ
口
つ
い
て
き
め
て
い
ま
ず
。

務
所
へ
寄
託
さ
れ
た
も
の
・4
T窃
パ
ン
ガ
ス
使
用
が
一
}
一

0
・
九
バ1
セ
①
灯
油
議
油
を
ド
ラ
ム
か
ん
で
麗
外

立
野
町
会
長
網
野
藤
吉
氏
六
千
一
一
一
世
田
市
ン
ト
に
の
ぼ
り
、
全
世
帯
の
約
半
数
に
置
く
雲
足
、
潟
西
一
一

M
以
上
の

一
一
王
湾
、
日
本
椙
互
銀
行
平
塚
支
一
時
前
後
が
石
油
、
か
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
空
地
が
な
け
れ
ば
な
む
ま
せ
ん
。
空

店
長
官
貞
久
聖
書
、
東
海
大
山
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
地
の
な
い
と
き
、
森
高
護

学
後
藤
先
種
目
一
千
円
、
横
浜
ゴ
ム
一
一

o

消
防
本
部
で
は
、
石
油
や
ガ
を
つ
く
り
鉄
板
張
の
防
火
戸
を
つ
け

柏
木
成
蔵
氏
ほ
か
六
名
二
千
二
百
円
一
山
ス
器
桑
の
使
用
に
ま
す
。
ま
た
、
消

市
教
輩
出
妄
銭
安
寛
千
万
円
、
平
一
同
十
分
な
注
意
が
の
私
轡
ダ
一
火
器
一
軍
最
古

塚
窪
田
平
沢
タ
イ
ざ
ん
芸
十
円
、
上
一
山
ぞ
ま
れ
る
の
は
も
麟
鶴
繍
鱒
ゴ
小
田
車
危
険
物
取
扱

一
付
寺
婦
人
会
愛
の
一
円
募
金
二
千
円
一
四
ち
ろ
ん
だ
が
、
石
離
麟
鱗
欝

v一
所
の
標
識
が
必
議

平
塚
田
富
盛
協
同
組
合
五
千
円
、
議
時
間
一
山
泊
コ
ン
口
、
石
川
癌
鋪
融
機
離
鱒
酔
で
す
。
消
火
…
揺
は

町
小
牧
民
主
一
千
円
、
長
キ
リ
ス
ト
一
町
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
繍
欝
麟
輔
、
浸
ハ
ザ
十
史

教
関
平
塚
品
笠
宮
二
千
円
、
片
岡
山
市
出
蹴
一
一
燃
潤
の
保
有
、
貯
緩
瀦
警
官

P
の
も
の
が
適
当

従
業
員
一
向
一
千
七
円
、
富
士
見
地
一
即
蔵
に
つ
い
て
も
火
で
し
ょ
う
。

町
出
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
一
千
円
、
中
開
一
次
芝
山
ト
安
全
な
方
法
を
考
え
て
も
②
一
ド
ラ
ム
か
ん
を
物
璽
の
す
み
ま
と

問
自
国
保
病
問
町
給
食
係
二
千
円
、
高
橋
制
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
震
っ
て
い
ま
に
お
く
湯
島
ほ
、
そ
の
部
分
の
内
部

穂
民
一
千
円
。
摘
す
。
た
と
え
ば
、
台
一
臣
、
石
総
コ
ン
を
モ
ル
タ
ル
塗
り
か
鉄
板
張
り
と
し

馬
入
根
本
震
ベ
ピ
1

ベ
ッ
ト
一
関
口
を
使
っ
て
い
る
台
の
下
な
ど
に
石
筆
鉄
板
張

D
で
つ
く
り
ま
す
。

組
、
八
幡
市
げ
沢
寿
子
ざ
ん
ど
一

7
1
川
一
岬
油
か
ん
を
置
か
な
い
こ
と
や
、
コ
ン

0
1
義
務
用
の
液
体
燃
約
の
使
用

ズ
ボ
ン
、
大
磯
町
加
藤
一
揖
?
久
子
ざ
ん
間
口
の
付
近
に
燃
え
や
ナ
い
も
の
を
畳
一
に
は
、
ま
た
別
な
条
例
の
基
準
が
急

衣
類
十
点
、
タ
望
号
丸
ス
幸
一
四
か
な
い
こ
え
コ
ン
ロ
ぞ
燃
し
た
ま
ま
っ
て
い
ま
ナ
。
石
油
類
の
貯
穏
や

ん
衣
類
一
倍
、
雲
監
ス
ミ
エ
さ
?
蓄
を
絶
対
し
な
い
こ
と
な
ど
、
取
扱
い
を
必
暴
と
ナ
る
と
き
は
、
消

ん
衣
類
十
三
点
、
万
葉
尚
墨
書
雑
誌
一
四
石
油
コ
ン
ロ
を
使
う
う
え
の

A
B
C

妨
本
部
ム
炉
、
ち
か
く
の
消
防
護
出
張

車
場
塚
大
城
女
子
ざ
ん
敷
布
な
ど
一
山
と
蓄
え
ま
し
ょ
う
。
所
に
と
相
談
く
だ
さ
い
。
一
般
の
家

二
十
点
、
中
盟
梅
田
ト
シ
エ
ざ
ん
衣
一
四

0
:
平
塚
市
火
災
予
裏
側
で
は
警
は
、
灯
油
刑
事
一
フ
ム
か
ん
貯
蔵

類
一
包
、
虹
ケ
浜
土
問
さ
ん
衣
類
一
一
山
こ
れ
ら
灯
諮
問
り
多
量
貯
蔵
に
つ
い
て
は
な
る

A
く
さ
け
、
必
曇
な
だ
け
の

包
、
重
漏
薯
ざ
ん
衣
類
一
旬
ず
の
と
お
り
ま
て
い
ま
す
。
条
例
号
、
安
全
竺
に
使
っ
て
い
た
だ

八
幡
竹
内
は
る
さ
ん
衣
類
十
五
点
、
一
川
選
皮
を
す
る
と
約
金
を
と
ら
れ
る
か
き
た
い
も
の
、
と
治
時
間
本
部
で
は
力

麗
名
の
人
か
ら
背
広
上
下
。
ハ
十
二
一
四
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
石
綿
滋
説
し
て
い
ま
す
。

月
十
六
日
ま
で
〉
。

ム
ハ
店
が
参
加



台、

こ
れ
は
、
平
塚
に
駐
在
す
る
新
聞
聞
記
者
・
放
送
語
審
の
自
に
う
つ
っ
た
平
塚
の
一
一
回
で
あ
る
。

(第 3 種郵便物認可〉

八
百
五
十
〕
万
五
千
円
よ
り
ム
ま
わ

っ
て
い
る
が
、
例
年
の
教
膏
開
闘
が
}

般
会
計
の
一
一
十
一
一

1

二
十
五
%
な
の

で
、
大
い
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
八
絡
神
社
に
建
設
中
の
市
庁
番
教
室
は
ほ
ぼ
間
に
合
っ
て
い
る
が
、

や
東
海
道
線
変
化
踏
切
の
立
体
交
遊
小
学
校
十
六
授
で
は
五
十
、
中
学
校

化
工
事
な
ど
の
ヱ
濯
に
さ
か
れ
て
い
八
校
で
は
こ
十
八
の
特
別
教
室
、
諮

る
た
め
。
符
工
事
と
も
戸
川
前
市
長
官
一
は
小
学
授
が
崇
善
、
活
水
、
金
白

か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
仕
事
で
の
一
一
一
校
、
中
学
智
が
江
鶴
、
太
洋
、

0

・
戦
災
都
市
平
塚
は
こ
の
十
七
究
所
主
催
で
行
な
わ
れ
た
「
非
行
少
考
資
制
と
し
て
、
兵
体
方
針
を
検
討
あ
る
。
神
包
、
土
爽
の
四
校
こ
の
ほ
か
、
早

理
閣
で
み
ご
と
に
立
ち
直
っ
た
。
戦
年
」
を
テ
!
?
に
し
た
座
談
会
の
席
し
て
い
る
。

o
e
ベ
ピ
?
ブ
ー
ム
で
う
ぷ
声
を
塚
商
業
高
授
が
な
く
、
事
業
式
は
他

後
、
い
ち
早
く
着
手
し
た
復
興
事
業
上
「
混
乱
し
た
世
相
の
中
で
育
っ
た
と
の
ね
ら
い
は
、
最
近
、
地
方
交
あ
げ
た
中
学
生
二
平
六
百
八
十
人
佼
の
を
借
用
し
て
い
る
始
束
。

は
大
半
の
仕
事
堂
終
え
、
都
市
改
造
子
ど
も
た
ち
は
入
閣
不
信
を
体
験
し
化
り
都
市
化
や
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
で
〈
昨
年
比
二
百
二
十
人
減
〉
は
今
春
卒
こ
の
校
舎
品
躍
を
打
開
す
る
た
め
、

事
業
と
し
て
一
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
河
て
い
る
。
非
行
少
年
は
い
つ
も
平
和
惑
の
遂
に
転
落
す
る
少
年
が
ふ
え
、
業
ナ
る
が
、
昨
年
末
の
在
校
生
は
小
こ
と
し
は
松
原
小
の
鉄
筋
ギ
震
建
て

野
態
設
相
が
鑓
唱
す
る
百
万
都
市
の
に
な
る
と
問
題
に
窓
り
、
農
近
、
遜
「
親
孝
行
」
と
い
う
熟
語
さ
え
意
陣
学
校
が
一
万
一
千
八
百
八
十
人
ハ
同
講
堂
ハ
五
百
二
十
一
一
平
方
針
〉
宇
皮

。
綾
部
市
。
新
生
平
塚
を
再
建
す
る
学
し
な
い
子
ど
も
が
ふ
え
た
。
」
と
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
社
会
六
百
人
減

U
、
中
学
校
も
七
千
八
首
切
り
に
各
穏
企
業

m
u進
出
で
、
懇
激

準
備
段
階
に
は
い
つ
た
と
い
え
よ
い
う
警
裏
付
け
る
現
実
を
じ
っ
に
巣
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
。
書
士
一
人
命
四
百
十
八
人
態
え
に
人
口
支
え
矢
野
小
の
鉄
筋
三

ぅ
。
そ
こ
で
平
塚
の
次
代
を
背
負
つ
く
り
と
み
つ
め
吐
い
。
今
春
、
加
藤
知
新
。
を
地
で
ゆ
く
情
操
教
背
で
め
っ
曹
り
減
る
。
こ
れ
は
余
国
的
な
階
建
て
事
館
(
千
四
百
六
十
四

a七

て
立
つ
中
龍
一
世
代
を
作
る
教
商
行
政
市
長
の
あ
と
を
受
げ
た
加
賀
屋
平
一
日
一
「
土
性
骨
」
を
入
れ
よ
う
と
い
う
わ
傾
向
で
、
ム
「
車
甘
か
ら
実
績
さ
れ
る
擦
五
平
方
針
)
、
幅
広
蕃
小
が
ご
カ
年
継

の
一
端
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
郎
教
青
長
は
現
行
の
義
務
教
育
に
溶
け

0
0

人
作
8
6

を
目
標
と
す
る
現
準
法
改
正
案
で
五
年
間
同
に
小
、
中
学
続
事
業
で
施
工
ナ
る
鉄
筋
一
一
一
階
建
て

て
み
る
。
を
入
れ
る
た
め
、
精
神
教
胃
を
奨
施
代
の
駒
喬
行
政
は
数
々
の
悩
み
の
積
授
と
も
一
ク
ラ
ス
当
た
り
の
収
容
数
本
館
(
千
二
百
六

E
方
れ
…
で
太
洋

「
安
定
じ
て
い
る
た
め
、
涜
滞
し
し
、
学
校
と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
辛
抱
え
て
い
る
。
が
現
行
の
五
十
人
か
ら
四
十
五
人
に
土
沢

ι問
中
の
鉄
骨
半
壊
建
て
教
室
の

が
ち
な
人
員
配
撞
だ
。
ま
た
、
中
学
「
し
つ
け
教
胃
」
で
子
ど
も
の
体
質

O

と
の
加
賀
屋
教
育
長
が
陣
摘
出
減
員
さ
れ
る
の
で
、
平
塚
市
の
教
膏
ほ
か
、
ひ
ば
り
、
さ
く
ら
、
豊
田
に

授
は
進
学
指
導
な
ど
が
よ
く
行
君
届
敬
警
を
す
る
た
め
そ
の
構
想
を
練
つ
に
立
つ
市
教
育
界
は
、
昨
年
末
現
在
施
缶
詰
整
橋
計
画
も
チ
コ
入
れ
さ
れ
る
つ
い
で
限
番
目
に
開
設
さ
れ
る
土
震

い
て
い
るσ

進
学
指
導
、
就
臓
蘭
穫
で
い
る
。
加
賀
屋
教
青
長
は
、
い
ま
、
の
教
育
費
が
一
一
一
億
六
千
七
世
自
八
十
四
こ
と
に
な
る
。
幼
稚
醤
〈
鉄
筋
平
時
間
建
て
閥
百
十
七

は
人
生
を
左
右
す
る
費
大
な
課
題
な
米
国
の
ポ
!
イ
ス
カ
ウ
ト
の
「
ち
方
向
で
一
般
会
計
の
十
七
・
九

O
:
平
塚
市
の
校
脅
整
備
計
閣
に
平
方
一
五
平
方

M
)と
モ
ダ
ン
な
教

の
で
小
学
校
か
ら
対
策
を
た
て
る

A

か
い
」
と
「
お
曹
て
」
な
ど
を
参
九
%
、
昨
年
度
の
教
育
費
一
一
一
億
四
千
よ
る
と
、
小
、
中
荷
絞
と
も
に
普
通
育
施
設
が
続
々
と
お
目
見
え
す
る
。

宮
だ
。
ほ
か
に
も
教
育
費
のPT
A

こ
の
工
事
で
特
別
殺
害
一
は
十
一
一
室
、

負
担
、
給
食
に
使
う
脱
脂
粉
乳
注
ど
普
通
教
室
は
六
窓
そ
れ
ぞ
れ
一
草
に

当
頭
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
」
と
ふ
え
る
が
、
さ
ら
に
来
年
度
は
花
水

野
締
芳
平
郡
平
塚
市
P
T
A
連
絡
協
小
講
蛍
、
吉
沢
小
本
館
、
活
小
の
校

議
会
長
は
平
塚
市
の
教
育
界
を
批
判
舎
や
春
日
野
中
の
特
別
教
日
書
一
な
ど
四

し
て
い
る
。
こ
の
数
湾
談
義
は
さ
て
絞
の
新
設
工
事
の
青
写
真
も
す
で
に

お
き
、
昨
年
十
月
末
、
両
市
教
育
研
で
曹
あ
が
っ
て
い
る
の
も
一
一
一
、
四

年
後
に
は
モ
ヂ
ル
佼

の
大
野
中
に
匹
敵
す

る
小
、
中
学
校
に
衣

替
え
し
、
戦
災
の
傷

あ
と
が
す
っ
か
り
消

え
る
。
教
膏
、
施
設

両
面
が
マ
ッ
チ
し
、

(3) 
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通
教
室
難
を
脱
皮
す
る
一
半
期
部
の
教
育
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ヲぺ品タリ号明窟急か匙らず要~~Iよラ 1月 10白 金弱小学校土援小学校

, 16B言富士見公民館 金田小学授

u 22B 城島公民館 重量密公民館

H 23日旭公民館吉沢;J\学坦E

H 29目 指事罪奇襲箇中東小学俊

ﾟ 30B東中原公E号室宮 E宮本す公民館

欝時間ー各会場と午後 1 時30分-3

時まで

l
 
i
 
l
 
i
 
l
 
i
 

--

i
 
l
 
i
 
l
 
i
 

--

i
 
i
 
i
 衛生課は、 1 Jl 8 白から、

のツベルクりン巡回長華麗にはいむま

した。対象児は昭和33年 4 月 2 日か

ら38年 8月までに生まれたお子さん

でナ。接種後 1 月初日から巡次車産額

判定を行泣い、陰性の人lこはBCG

を接種して、結核に対ナる抵抗力を

つけます。このため衛生課では、判

定もかならず受けるようとくに呼び

かけています。なお自然軍事転をした

方は保健所で無制鎗康診断を受ける

ことができまナ。今回の巡回接種は

H 14臼富士見公民館金田小学校

, 20日 城島公民館壁豊田公民館

一接種臼-

1 月 8 尽 金自小学校ゴ二箆小学校

無精です。

富覇巡在~B稜・...



(8) 

そ
の
他

二
%
が

う」を神槻・床の間・荒神犠(
とうじんさん)， .仏壇・戸口〈

No.告3 ，とぞち〉 ・軍基ロ・物匿・ F宮. ~世
近に在る道祖神さんなどへ供え
る。

ζ うするとその 1 カ革関家内
がむつまじく丈夫で災難に議わ
ぬと奮い伝えていた。
初正月〈大正月〉のうち休ん
でドた人々も小正月が過ぎると

大正月の屠蘇の砕いが援助平そろそろ茨木〈た幸ぎ〉採D に
らぬうちに小正月(こしょうが il1入りするのでその第一着手の
つ)がやってくる。平塚新宿約税いに若木をもって祝い棒をつ
近(筆者は平塚新宿生れであ くり神々にお供へずることから
る)の小正月は毎$1 月 14 ・ 15 始まったものらしい。
臼と害まっていた。 16Bは薮入 2 21>は酒槽 fゃなぎだるj に

む白。 17日は年始日で山/神さ 擬したものとーもいい、荷性抱擁
んの祭目だった。 の貌(かたち)ともいう。いつ
14日にはきまって fセートパれにしても幸福希求の象徴であ
レーJ が行われ道組神の傍でだ ることにまちがいない。
んど騒ぎをやった。との行事と かかる民俗は平塚市金緩に翠
並行して「だいのとんどう」をつでひろく行われていたらt..
あちこち内総めたのである。 い。大野・神田・城島・金自・

Fだいのとんどう J を fでえ土沢地区の方々からもこの演習
のとんどうJ と呼び「大の金の話を採集ナることができたe
蹄UJ r合の金問OJ などの本宇で平塚新宿では大正時代までわづ
表現当ることもあ石。 1 月 13日 かにみかけた。八幡・四之宮で
に附近の林や山に野生長する「ぬ は掻く近年までfすっていた。 ζ
るでJ fにわとこ J rほう」な うした農業主主潜在義翠として発
ど木震の白い務木を採って来て生した民間選俗が年とともに亡
長ざ 13cm ほどに切lJそろえて び去っていくことはいかにも残
2本つつ車闘い紙で結えておし 念であるが患非ないことと銭高b
M日の弱その Fでえのこんと るよりほかないだろう。

ち

え

第 141 号

残
り
は
今
月
中
に

道
路
護
国
軍
一
時
附
法
の
一
部
改
正
に
よ

っ
て
、
幾
耕
抽
出
作
撃
と
小
型
特
殊
告
示
義
了
の
も
の
が
あ
え

動
車
の
扱
い
が
、
昨
年
十
月
十
五
回
付
一
つ
い
て
も
、
至
急
取
り
欝
え
』

で
、
鰻
滋
事
務
所
か
ら
市
へ
移
管
に
な
一
ナ
。
市
ナ
ン
バ
ー
で
使
わ
れ

J

つ
醐
醐
り
ま
し
た
。
円
十
一
月
号
既
報
〉
一
の
が
あ
っ
た
ら
、
注
意
し
あ
(

都
盤
こ
れ
に
よ
史
認
滋
の
税
務
課
で
は
一
ざ
い
。
繋
諸
問
作
業
一
阜
の
柏
設

備
盟
十
二
月
一
一
一
回
か
ら
十
一
一
宮
に
か
け
て
、
一
台
数
は
次
の
と
お
担
。

制
鶴
一
千
七
一
盟
六
十
二
台
の
金
援
耕
用
作
業
一
大
野
一
一
二
三
、
臨
盟
国
一
一
五
、

晴
蝿
麗
車
を
対
象
に
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
一
一
五
日
一
一
、
関
締
一
一
一
八
、
金
国
}

町
議
取
り
替
え
を
雲
い
ま
し
た
二
」
の
絡
一
一
、
喜
一

8

、
娘
三
一
一
、

〈
纏
泉
九
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
一
間
一
一
五

λ
、
神
田
一
九
九
、
信
甫

額
千
六
一
呂
九
十
一
台
の
取

P

欝
え
を
行
な
一
四
六
、
随
時
幾
動
分
ご
一
七
。

っ
た
ほ
か
、
創
車
申
告
の
あ
っ
た
八
十
一
5
3
3
2
2
2

司S
E
R
f
-
z

一
台
分
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
車
両
番
号
一
吋

5
8
i
i
E
l
i
-
J

機
織
の
取E
付
け
を
完γ
し
ま
し
た
の
一
一-z

…
、

た
だ
し
大
野
地
区
一
七
・
宍
l
t
ン
…
一
吋
で
飢

ト
、
毅
極
地
区
が
九
六
・
五
バ

1

セ
ン
一
一
ー
問

F
凡
ー

ト
の
取
り
抑
留
え
曙
に
と
ど
ま
っ
た
た
誌
の
τ
c

川

実
霊
十
二
台
ぞ
ま
だ
、
古
い
模
一
一
産
*
日
消

警
護
っ
て
い
る
と
と
に
昔
、
と
れ
出
資
軒
札

ら
の
所
帯
者
に
対
し
て
税
務
課
で
は
二
一
事
不
叫
瑠

麦
酒
、
今
月
中
に
税
務
諜
諸
税
一
時
へ
来
一
一
仁
川
川
部

庁
の
う
え
、
取
り
替
え
の
手
続
曹
を
と
一
一
号
イ
申

る
よ
う
、
注
意
を
出
し
ま
し
た
。
一
仁

t
i
t
i
I
3
t
f
i

ミL

つ
む
広
報
ひ
ら
つ
か
す
。
警
で
い
た
だ
き
た
い
と
綴
っ
て
い
ば
、
毒
事
故
は
完
全
に
守
し
て

て
V
か
一
;
各
新
鶴
店
で
も
、
広
報
紙
の
折
り
ま
ナ
。
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
万
一
が
品
目
配
で
す
\
込
み
に
は
、
と
く
に
注
意
ま
っ
て
広
報
紙
を
折
り
込
む
新
電
話
折
り
込
み
箔
定
新
開
を
講
読
し
て

一
報
た
一
護
襲
ざ
ん
宅
の
朝
く
れ
て
い
る
よ
う
で
玉
、
と
吉
お
で
一
言
以
上
の
販
売
数
を
も
っ
、
雪
れ
な
い
ご
家
庭
語
、
市
か
ら

諮
問
一
密
議
叫
に
、
ム
コ
回
の
広
報
ひ

P
宋
目
撃
起
こ
す
と
と
帯
出
ヂ
出
#
z
t
d競
売
訪
日
・
毎
醤
接
お
と
ど
庁
す
る
よ
う
に
し
て
い

き
か
は
、
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
で
が
あP

ま
す
。
間
試
す
・
護
・
神
奈
ま
す
。
門
総
務
富

市
川
〈
平
塚
除
世
間
襲
ち
と
れ
高
品
義
明
の
ろ
戸
川
・
東
京

B
日
経
表
札
ぞ
出
し

一
お
答
』
一

1
一
広
報
ひ
ら
つ
か
が
な
方
章
、
襲
者
で
同
町
れ
す
七
紙
語
字
亡
く
ご
言
、

i
l
L
折
り
込
ま
れ
て
い
な
あ
る
あ
な
た
が
た
か
ら
間
活

g
j
E

同
宋
盗
事
撃
事
1

〈

7
2

し

か
っ
た
砲
、
ど
迷
感
を
骨
ー
か
け
し
ま
簸
売
店
か
、
諮
問
駈
途
換

E
4
2

ヂ
出

#
E
d

食
訪
ぐ
よ
う
努
力

Y

し
た
。
箆
に
酒
田
援
と
井
出
怠
い
た
て
お
り
ま
ナ
が
、

広
報
紙
は
、T
A
て
新
理
折E
込
み
だ
く
こ
と
が
よ
い
よ
う
で
ナ
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
が
た
の
お
市

ぜ
お
く
ばP
し
て
持
目
、
こ
の
た
串
も
ち
ろ
ん
、
市
の
一
方
か
ら
も
臨
時
叩
い
た
だ
吉
と
う
存
じ
ま
才
。

、
実
践
の
泣
帯
数
よ
り
約
}
万
部
多
く
店
へ
注
意
ナ
る
よ
う
求
串
て
お
古
ま
講
読
者
と
十

郡
部
し
、
新
聞
店
へ
渡
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
は
、
ナ
べ
て
の
市
民
に
の
配
布
過

h

お、

の
指
導
を

手
白
院
の
不
自
由
な
の

は
現
在
治
し
に
く
い

談
窓
で
扱
っ
た
実
際
例
か
ら
と
と
で
ナ
か
ら
特
別
の
抑
制
線
を
妥

4

i
i
J
教
師
・
勉
強
は
熱
心
に
け
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
注
り
ま
せ

い
問
問
山
一
や
る
し
、
設
か
な
か
し
ん
。
特
殊
学
級
の
入
級
も
ぎ
ん
ら

ん
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
小
沼
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な

マ
ヒ
後
議
践
の
た
め
手
足
か
自
由
子
ど
も
を
集
め
て
教
育
し
て
い
る

に
な
ら
な
い
の
で
害
時
世
が
閤
難
、
施
設
ハ
県
立
ゅ
う
か
り
学
菌
が
横

お
話
の
言
葉
も
う
ま
く
曹
曹
と
れ
浜
市
内
に
あ
る
)
に
入
れ
る
こ
と

な
い
こ
と
が
あ
る
で
、
勉
強
は
お
を
考
え
た
方
が
賢
煩
だ
と
患
い
ま

く
れ
勝
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
知
ナ
。

能
的
に
は
中
の
上
位
だ
ま
た
、
こ
う
し
た
お

巧
も
う
少
し
学
力
が
栴
淑
子ii

子
ざ
ま
の
場
合
、
勉
強

よ
り
そ
う
な
ゐ
の
だ
。
一
向
ム
レ
媛
鍔
醐
鱗

i
ば
か
P

で
泣
く
、
臼
常

母
親
・
特
殊
学
校
惨
汁
謡
翻
路
闘
の
生
活
に
も
臨
慮
し
て

入
級
も
考
え
な
い
で
も
鰯
輯
〈
悔
は
波
艇
潟
地
欲
し
い
も
の
で
す
。
も

な
い
が
、
現
在
楽
し
そ
緩
欝
滋
持
久
し
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

う
に
毒
す
る
姿
を
み
鍾
欝
襲
警
集
団
生
活
に
な
じ
め

る
と
気
が
く
じ
け
ま
ず
、
幼
路
議
を
つ
か
っ

ナ
。
先
生
の
方
か
ら
の
連
絡
も
あ
た
り
、
人
に
頼
る
よ
う
で
し
た

り
ま
す
の
で
補
選
的
に
鈍
へ
か
よ
ら
、
そ
れ
は
、
必
要
以
上
に
世
話

わ
せ
て
い
ま
ナ
。
慾
百
四
は
よ
く
や
を
や
い
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
で

り
ま
す
が
、
遊
び
も
好
意
で
ナ
、
ナ
。
回
先
舎
の
ふ
び
ん
さ
に
と
ら

苧
ス
ト
の
お
点
が
惑
い
の
で
家
で
わ
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
身
の
ま
わ

P

古
曹
た
だ
し
ま
す
と
、
自
分
で
警
の
こ
と
を
さ
せ
て
、
「
自
分
で
や

い
た
文
学
が
先
生
に
は
そ
の
よ
う
り
と
げ
た
」
寝
こ
び
を
時
わ
せ
な

に
お
よ
み
讃
え
な
い
こ
と
も
あ
り
が
ら
、
た
じ
ろ
が
な
由
自
信
と
弱

ま
し
た
。
こ
れ
ゐ
手
が
不
自
砲
の
気
を
や
し
な
っ
て
あ
げ
た
い
と
忠

た
め
と
あ
吉
ら
め
て
い
ま
す
が
、
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
嘗
て
方
を
間
選
菅
陪
隊
員

布
教
え
く
だ
さ
い
。

山
中
川M
m
目
印
刷
船
附
則
的
問
問
削
間

山
部
副
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盈
艶
輯
度
開
制
m
m
岬
岬
岬
却
却
問
品
別

総
韓
廃
密
世
会
日
目

5
1
1
2
5
3
4

日

勾
被
壇

n
b
t
庁
野
岡
島
暗
記

R
a

一

月
日

人
世
帯
人
輯
〈
本
大
特
鵠
開
会
勉
土
会

4つ

市民のつくった
題選

者
応

募

入

選

昭和 39 年 1 月初日

(冬の部)

句

俳
句
「
霜
〔
箱
校
〉
」
「
さ
も
さ
鳴
」
一
人
各
一
匂
ず
つ

短
歌
「
冬
の
維
、
詠
」
一
人
三
首
以
内

山
川
柳
「
新
春
雑
一
一
級
」
ー
一
人
一
ニ
均
以
内

俳
句
片
岡
山
常
々
夫
氏
平
塚
俳
句
協
会

短
歌
石
川
義
広
氏
平
塚
短
歌
会

川
柳
今
井
索
紅
氏
平
塚
川
抑
制
協
会

官
製
は
が
き
で
一
月
二
十
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課
へ

〈
当
自
の
消
印
有
効
)

各
部
と
も
十
席
ま
で
広
報
「
ひ
ら
つ
か
」
一
一
月
号
紙
上
に

掲
載
発
表
し
ま
す
。

応
募
の
は
が
き
に
は
、
部
則
的
の
記
号
ぺ
と
し
て
俳

a
綬
e
川
の

い
ず
れ
か
を
マ
ル
で
臨
み
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
例
(
胤
附
)

ヰ
品
目
体
は
構
警
に
限
り
ま
す
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

雅
号
の
と
き
は
本
名
を
必
ず
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

かつてはー裂の串福悲願って・‘写真は大野で見かけ

ただいのこんごう、石像は双立の蓮華現神だった。、


